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課
題
歌
「
月
」 

［
一 
席
］ 

一
一
、 

山
か
げ
に
つ
る
べ
落
と
し
の
日
は
落
ち
て
か
ら
か
ら
滑
車
が
月
を
引
き
上
ぐ 

橋
本 

隆
司 

［
二 

席
］ 

一
四
、 

そ
の
雲
よ
風
を
起
こ
し
て
月
隠
せ
大
陸
逃
げ
る
母
と
子
願
う 

田
中 

彰 

［
三 

席
］ 

三
三
、 

辻
々
に
山
車
の
提
灯
ゆ
ら
し
つ
つ
朧
月
夜
に
引
き
別
れ
て
行
く 

滝
上 

一
恵 

四
四
、 

シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
板
打
つ
男
ら
照
ら
す
月
デ
モ
前
日
の
パ
リ
の
街
角 

小
林 

伸
子 

［
選
者
推
薦
］ 

二
六
、 

舟
形
の
雲
に
と
び
乗
り
漕
ぎ
出
で
む
物
憂
き
月
の
悩
み
を
訊
き
に 

（
評
）
対
象
で
あ
る
「
月
」
を
擬
人
化
し
て
、
雲
の
舟
に
乗
っ
て
月
の
「
悩
み
」
を
き
き
に
行
こ
う
、
と
い
う
詩
的
把

握
が
み
ご
と
だ
。 

宇
田 

恵
美
子 

 

三
四
、 

理
由

わ

け

を
説
く
君
の
横
顔
つ
ま
ら
な
し
た
だ
見
む
赤
く
大
き
な
あ
の
月 

（
評
）
一
種
の
相
聞
歌
で
あ
ろ
う
。
し
き
り
に
何
か
言
い
訳
す
る
相
手
が
つ
ま
ら
ぬ
存
在
と
な
り
、
自
分
は
月
を
見
る

だ
け
。
そ
の
設
定
の
仕
方
が
面
白
い
。 

 

武
藤 

久
美 

 

自
由
歌 

［
一 

席
］ 

二
六
、 

ベ
ビ
ー
カ
ー
か
ら
の
ぞ
く
手
足
の
ふ
く
ふ
く
と
初
夏
の
日
差
し
を
掴
み
て
は
蹴
る 
宇
田 

恵
美
子 

［
二 

席
］ 

 

四
、 

青
年
の
ビ
シ
ッ
と
き
ま
る
笠
踊
り
越
中
五
箇
山
麦
や
の
ま
つ
り 

本
山 

順
子 

［
三 

席
］ 

三
七
、 

軒
下
に
親
と
は
ぐ
れ
し
雀
二
羽
ひ
そ
と
寄
り
添
ふ
ま
ぶ
た
を
閉
じ
て 

倉
坪 

芳
江 

四
四
、 

ゴ
ミ
袋
に
線
香
入
れ
て
封
を
し
ぬ
読
ま
ず
に
捨
て
む
父
の
十
年
日
記 

小
林 

伸
子 

［
選
者
推
薦
］ 

 

四
、 

青
年
の
ビ
シ
ッ
と
き
ま
る
笠
踊
り
越
中
五
箇
山
麦
や
の
ま
つ
り 

（
評
）
青
年
特
有
の
凛
と
し
た
踊
り
の
姿
。
流
麗
な
調
べ
が
印
象
的
だ
。 

本
山 

順
子 

四
二
、 

ね
じ
花
の
ピ
ン
ク
の
螺
旋
を
一
歩
ず
つ
登
っ
て
い
こ
う
吾
は
蟻
と
な
り 

（
評
）
「
ね
じ
花
」
の
小
さ
な
存
在
を
巨
大
な
も
の
に
変
身
。
自
分
は
蟻
と
な
っ
て
、
そ
の
花
を
登
っ
て
行
く
と
い

う
発
想
の
妙
。 

小
林 

伸
江 
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［
飛
騨
神
岡
高
校
］ 

入 

選 

「
平
気
だ
」
と
嘘
つ
き
笑
っ
て
誤
魔
化
し
て
そ
ん
な
お
ま
え
を
月
光
は
照
ら
す 

二
年 

上
ケ
平 

渚 

人
生
の
意
味
と
は
一
体
何
だ
ろ
う
答
え
を
探
し
て
月
夜
を
仰
ぐ 

二
年 

守
山 

拓
我 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
            

［
吉
城
高
校
］ 

入 

選 

陸
上
の
部
活
動
終
わ
り
て
靴
を
ぬ
ぐ
照
ら
す
は
明
日
へ
の
道
し
る
べ
の
月 

一
年 

岡
田 
武
拓 

雲
の
壁
に
か
す
か
に
見
え
る
月
光
の
き
れ
い
な
空
を
み
と
ど
け
た
い
日 

一
年 

清
水 

魁
良 

枯
尾
花
の
揺
れ
る
草
原
の
山
の
端
に
満
月
昇
り
て
静
か
な
る
里 

一
年 

野
中 

完
樹 

サ
ッ
カ
ー
の
練
習
終
え
れ
ば
月
明
り
一
日
が
終
わ
る
光
の
合
図 

一
年 

深
山 

拳 

目
の
前
に
あ
る
は
ず
な
の
に
届
か
な
い
儚
く
ひ
か
る
君
は
満
月 

一
年 

山
下 

祐
華 

 
 

 
        


